
気候変動への対応
オカムラグループは、2050年に温室効果ガス排出実質ゼロ（カーボンニュートラル）を目指しており、この目標を達成するために2030年度の温室効果ガス排出量の削減目標を
2020年度比50％とし、グループ全体で取り組みを進めています。生産事業所をはじめ各拠点における省エネルギー対策など、これまでの活動をさらに強化するとともに、再生可
能エネルギーの利用拡大など新たな視点に立った取り組みを展開し、脱炭素社会の実現に貢献していきます。（データ集  P.153 ）

2023年度の温室効果ガス排出状況

再生可能エネルギーの利用による 
温室効果ガス排出量削減の取り組み

2023年度の温室効果ガス排出量は28,619t-CO2となり、
前年度に比べ7.0％減少しました。スコープ１排出量＊１は
14,035t-CO2で、前年度に比べ1.4％増加しました。スコー
プ2の排出量＊2は14,583t-CO2で、前年度に比べ13.9％
減少しました。再生可能エネルギーの使用量は248,975GJ、
再生可能エネルギー比率は44.5％となっています。

オカムラグループは事業活動に伴う温室効果ガス排出量削減
に向け、再生可能エネルギーの利用拡大に取り組んでいます。
2022年3月には、事業活動で使用する電力を100％再生可
能エネルギーにすることを目指す国際的なイニシアチブ
「RE100」＊１および持続可能な脱炭素社会の実現を目指す企業
グループ「日本気候リーダーズ・パートナーシップ（JCLP）」＊２

に加盟しました。これらの活動への参加を通じて、2050年ま
でに事業活動で使用する電力を100％再生可能エネルギーに
することを目指し、脱炭素社会の実現に貢献します。

＊1  スコープ1排出量：直接排出量。（自社の排出源（工場・オフィス・車両など）
からの直接的な温室効果ガスの排出量

＊2  スコープ2排出量：エネルギー起源間接排出量。他社から供給を受けた電力、
熱などの生成段階で発生した温室効果ガス排出量

＊1  RE100：「Renewable Electricity 100％」を意味し、世界で影響力のあ
る企業が、事業で使用する電力を100％再生可能エネルギーにすることに
コミットする企業協働イニシアチブ

　　 RE100
https://www.there100.org/

＊2  「日本気候リーダーズ・パートナーシップ（JCLP）」：脱炭素社会の実現に
は産業界が健全な危機感を持ち、積極的な行動を開始すべきであるという
認識のもと、2009年に日本独自の企業グループとして発足。幅広い業界か
ら日本を代表する企業を含む249社が加盟（2024年5月現在）

　　 日本気候リーダーズ・パートナーシップ（JCLP）
https://japan-clp.jp/

再生可能エネルギーへの転換
生産・物流拠点において、自家消費型太陽光発電設備の導入や、
水力発電による再生可能エネルギーへの転換等、カーボン
ニュートラル実現に向けた取り組みを進めています。

温室効果ガス排出量（スコープ１＋２）総エネルギー使用量

 （年度） （年度）

811860 千GJ 856 827 833

3.40 GJ/百万円 3.32 3.28 2.99 2.79

2019 2020 2021 2022 2023

投入量　833千GJ（2023年度）

売上高あたり　2.79GJ/百万円（2023年度）

■ 投入量   　  　 売上高あたり

32,825 30,771

2019 2020 2021 2022

28,619

2023

40,40242,469 t-CO2

スコープ1+2排出量　28,619t-CO2（2023年度）

売上高あたり　0.096t-CO2/百万円（2023年度）

0.168 
t-CO2/百万円 0.165

0.126 0.111 0.096

※スコープ1に5ガスを含む。スコープ 2はマーケット基準。オカムラグループ全体

■ スコープ 1+2 排出量  　   ー 売上高あたり
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生産段階での
温室効果ガス排出量削減の取り組み

オカムラグループの温室効果ガス排出量のうち87％を生産部
門が占めており、製造工程における排出量削減の重要性を認
識し、設備や運用面などさまざまな視点から取り組みを推進し
ています。各生産事業所では省エネルギー計画を作成し、省
エネルギー型設備への更新や高効率照明への切り替えを行う
とともに、運用面ではエア漏れ改善や設備稼働時間の見直し
など継続的な活動を進め、効果的な対策をグループ全体に水
平展開しています。
オカムラは経済産業省の「事業者クラス分け評価制度」＊1にお
いて、2015年度から省エネの取り組みが進んでいる優良事
業者（Sクラス事業者＊2）と評価されています。

＊1  事業者クラス分け評価制度：省エネ法における工場等に関する措置の定期
報告を提出するすべての事業者を、S・A・B・Cの4段階にクラス分けし、
クラスに応じた対応を実施する制度

＊2  Sクラス事業者：定期報告書において5年間平均原単位を年1％以上低減（努
力目標）またはベンチマーク目標を達成している事業者

オフィス拠点における
温室効果ガス排出削減の取り組み

オカムラの全国60カ所のオフィス拠点では、省エネルギー・
節電の取り組みを継続して実施しています。
西日本支社のメイン拠点である、福岡県福岡市にあるラボオ
フィス「HAPPI LABO（はっぴらぼ）」はWIL-BE（参照

 P.75 ）の充実化を図り、オフィス環境改善、オフィスレイ
アウト、オフィス内のルール・運用、DXの効率的活用、コミュ
ニケーションの充実に入り組む5つのチームに分かれ、「人が
活きる」職場環境の実現に向けて取り組んでいます。地球環
境に関する改善についても職場全員の意識を高め、定時後の
消灯エリアを決めることよるエネルギー消費の低減、紙で出力
していた資料の電子化およびデータ共有による温室効果ガス
の排出削減にも努めています。

WIL-BE活動をチーム体制で全員が取り組んでいるラボオフィス「HAPPI 
LABO」

物流段階での温室効果ガス排出量
削減の取り組み
モーダルシフトの推進
配送センターからの製品の幹線輸送を、トラック輸送から環境
負荷の少ない鉄道コンテナや海上輸送に切り替えるモーダル
シフトを推進することにより、輸送に関わる温室効果ガス排出
量の削減に取り組んでいます。

輸送効率の向上
2020年12月からサプライチェーン改革の一環として、大口物
件に関する生産および物流の最適化により、リードタイム短縮
とサプライチェーン全体のコスト削減を図る取り組みを進めて
います。この取り組みの一環として、生産拠点から中継配送セン
ターを経由せずに直接納品する方法を導入することにより、輸送
距離を短縮し温室効果ガス排出量の削減に結びつけています。
また、物流の2024年問題に早期に取り組んだことで配送効率
が向上。2023年度の輸送に関わる温室効果ガス排出量は、前
年度に比べ9.2％減少しました。今後も、モーダルシフトと直接
納品による相乗効果を生み出し、排出量削減を図っていきます。

納入倉庫

工場 お客さま

直接納品（変更後）

中継センター経由（従来方式）
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■スコープ１排出量： 直接排出量。自社の排出源（工場・オフィス・車両など）から
　　　　　　　　　  の直接的な温室効果ガスの排出量
■スコープ２排出量： エネルギー起源間接排出量。他社から供給を受けた電力、熱
　　　　　　　　　  などの生成段階で発生した温室効果ガス排出量
■スコープ３排出量： スコープ１、スコープ２以外の排出量。サプライチェーンに
　　　　　　　　　 おける事業活動に伴う間接的な温室効果ガス排出量

スコープ3合計

1,467,000
t-CO2

温室効果ガスの
 排出量合計
1,495,619

t-CO2

スコープ3
98%

スコープ1 
1%

スコープ2
1%

購入した
製品・
サービス 
54.2%

販売した
製品の
使用 
36.9%

資本財 4.4%
スコープ1,2に含まれない
燃料およびエネルギー関連活動 0.5%
輸送、配送（上流） 2.0%

事業から出る廃棄物 
0.3%

出張 0.2%
雇用者の通勤 0.3%

輸送、配送（下流） 
0.1%

販売した製品の
加工 0.1%

販売した製品の廃棄 
1.0%

スコープ別の排出量

スコープ3のカテゴリ別排出量

サプライチェーン全体の
温室効果ガス排出量の削減に向けて
地球温暖化防止に向けて効果的な対策を進めていくためには、
オカムラグループの事業活動だけでなく、サプライチェーン全
体を視野に入れた温室効果ガスの排出量削減に取り組むこと
が重要です。オカムラグループは気候変動に関する長期目標で
「2050年度カーボンニュートラルを目指す」を掲げています。
この目標を実現するための中期目標として、2030年度の温室
効果ガス排出量を、スコープ1とスコープ2の合計で2020年
度比50％削減、スコープ3で2020年度比25％削減と設定し、
達成に向け活動を推進しています。この目標は、国際的なイ
ニシアチブ「SBTi（Science Based Targets initiative）」に
よる認定を取得しています。（関連  P.25 ）排出量の削減
に向け、温室効果ガス排出量の少ない材料の使用促進、主要
サプライヤーとの連携強化によるムダの削減、製造工程での
歩留まり改善、販売した製品の遠隔監視による使用電力の管
理および制御、省エネ製品の開発等の取り組みを進めていき
ます。

スコープ３の重大度を判定する
スクリーニングプロセス
オカムラグループの温室効果ガス（GHG）排出量におけるス
コープ3の割合は98％を占めます。スコープ3では温室効果
ガスの排出量を算定・報告する際の国際的な規準である「GHG

（温室効果ガス）プロトコル」で定めた15のカテゴリのうち、算
定対象である11カテゴリについて排出量の算定を行った結果、
購入した商品 ·サービスに伴う排出であるカテゴリ1が
54.2％、販売した製品の使用に伴う排出であるカテゴリ11が
36.9％で大きな割合を占めるため重要度が高いと判定し、こ

の2カテゴリーの削減に向けた取り組みが重要であると認識し
ています。
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